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令和 6年度 第 1回 長与町都市計画審議会 議事録 

 

１．日 時 

令和 7年 1月 27日（月） 16時 00分～17時 30分 

 

２．場 所 

長与町役場 4階議会全員協議会室 

 

３．出席委員（11名：委員総数 12名） ※敬称略 

  山本 喜代治、峰 忠彦、松田 浩、佐野 浩子、山﨑 昌美、飛永 てるみ、 

井手 宏、浦川 圭一、天野 俊男、中嶋 敏純、岩本 憲一郎 

 

４．議 案 

 第１号議案 長崎都市計画下水道（長与公共下水道）の変更について 

 

５．審議結果 

  第 1号議案 原案の通り可決 

  

６．議事内容 

【挨拶】 

  峰会長 

  長与町長 

 

【議案説明】 

 第１号議案 長崎都市計画下水道（長与公共下水道）の変更について 

 

（事務局（上下水道課）） 

内容説明 

 

（天野委員） 

 嬉里丸田の団地ができるわけだから、変更はしないといけないが、今回の新旧対照表はな

いのか。長崎都市計画下水道の変更（1 枚目）と 1 枚紙で記載されているが、どこがどのよ

うに変わったのか説明いただきたい。 

 

（事務局（上下水道課）回答） 

 新旧対照表にあたるのが、開発計画図（4 枚目）と記載されている資料になる。こちらの
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都市計画区域内と書いてある部分、こちらが変更前で 673.49 ㏊、四捨五入して 673 ㏊であ

る。その次の段に 6.13㏊と記載しており、こちらを追加して変更後が 679.62㏊、四捨五入

して 680㏊となり、新旧対照表に該当する部分となる。 

 

（天野委員） 

 そうすると、長崎都市計画下水道の変更の資料（1枚目）でいうところの 2.排水区域だけ

が今回変更されるのか。 

 

（事務局（上下水道課）回答） 

 もう少し詳細に説明させていただく。申し訳ないが今回の資料の中でちゃんとした新旧対

照表はつけていない。だが、実際の計画書上では、新旧対照表がある。そちらでは、2.排水

区域の面積が新旧で上段下段に表記されており、旧が 673㏊、新が 680㏊となっている。 

 

（天野委員） 

 もう一点訊ねるが、今回、公共下水道の変更ということで議案が出てきているが、既にも

う団地の開発行為が進んでいる。議案にかける時期は通常このぐらいのときなのか。もっと

早く議案としてあげることができるのではないかと感じる。その辺についてはいかがか。 

 

（事務局（上下水道課）回答） 

 ご指摘のとおり、もっと早く都市計画課と一緒にご説明をするのが一番ベストかなと思っ

ている。令和 5年度の 1回目の都市計画審議会の時に頭出しということで、この開発が造成

されていることから変更が生じる旨ご説明させていただいたが、次回からは、ご指摘のとお

り早めのご説明を考えたいと思っている。 

 

（峰会長） 

 委員からご指摘あったが、前回、池山の変更の時も造成されてから議案としてあがってき

ていた。その時も次回からは早めに説明するように改善してください。と言った記憶がある。

しかし、中々事務的に難しい状況なのかなと。各課も跨るわけだから。ぜひ少しでも早く説

明をして変更をしていくのが大事かなと思うので、今後については、そのあたりをよろしく

お願いしたい。 

 

（松田委員） 

  長崎都市計画下水道の変更の資料の中で、長与町公共下水道は、昭和 48年 11月に着手し

て～、とあるが、3.下水管渠の内径 900㎜、長さ 20ｍなんかは事業着手当初から変更等はな

いのか。 

 



3 

 

（事務局（上下水道課）回答） 

  3.下水管渠の内径 900㎜、長さ 20ｍのところについてだが、これは浄化センターの放流渠 

を設定している。なので、内径 900㎜で問題ない。汚水処理をした後、大村湾に放流するわ

けだが、その放流部分になる。 

 

（松田委員） 

 承知した。もう一点訊ねるが、長与町の下水環境、下水マップ、そういうデータが水道局

に保存されてあるか。 

 

（事務局（上下水道課）回答） 

 下水道台帳という形で保存されている。パソコンにシステムを入れており、それで下水道

の網図を、あと排水設備、管の材質、長さ等を記録している。 

 

（松田委員） 

 長与町のマップ図と連動しているのか。 

 

（事務局（上下水道課）回答） 

 都市計画図に合わせてしている。 

 

（松田委員） 

 道路だけでなく、地下の埋設の維持管理にも使えてよいことだと思う。 

 

（事務局（下水道課）回答） 

 下水道なのでどうしても埋設の土被り等も必要になってくる 

 

（松田委員） 

 もっと細分化して見いだしていけたらいいんじゃないかなと思う。 

 

（事務局（上下水道課）回答） 

 全国的にどこの自治体もされている。一部どうしても紙しか整理ができてないような自治

体も当然ある。 

 

（松田委員） 

  長与町が進んでいるというわけではなく、当たり前にされているということであるか。 

 

t 
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（事務局（上下水道課）回答） 

  法的に整備しなさいというような指示がきているので、大方整備されている。 

 

（松田会長） 

  下水道だけでなく、上水道も整備されているのか。 

 

（事務局（上下水道課）回答） 

  同様に整備されている。 

 

（中嶋委員） 

  下水道区域が追加されて一番心配なところが、今回の議案とはちょっとかけ離れているか

もしれないが、下水処理場のキャパである。区域がどんどん追加されていって、キャパ的に

は全然大丈夫かと思うが、そのあたりの想定は面積でいくのか、計画人口でいくのか、その

辺りを教えてほしい。 

 

（事務局（上下水道課）回答） 

  今回の開発区域については戸数が分かっているため、戸数に計画人口をかけて目安の計画

汚水量を算出している。令和 5 年度の決算値で申し上げるが、現在処理能力が 14,100 ㎥あ

る、晴天日は流入、日最大汚水量が 10,830㎥、それで稼働として 0.77＝約 77％となる。こ

こに今回の計画戸数が 217戸、計画世帯あたり人員が 3.58人、計画汚水量が一日あたり 270

㎥となっており、これは汚水処理能力全体の 2％である。77％に 2％足すと 79％となり、余

力が 20％ほどあるということなる。余力が 20％あるのはなぜかというと、人口増を見込んだ

計画としているので、余力が出てきてしまうことになる。 

 

（峰会長） 

 ありがとうございます。他に質疑等はあるか。ないようであればこれから採決へ移ります。 

 

それでは、第 1号議案「長崎都市計画下水道（長与公共下水道）の変更について」賛成の

方は挙手をお願いいたします。 

 

【出席委員全員の挙手あり】 

（峰会長） 

  ありがとうございました。賛成多数ということで、第 1号議案は提案通り可決されました。 

以上を持ちまして、本日の日程をすべて終了させていただきます。本日はありがとうござ

いました。 

【閉 会】 


